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（公益社団法人）日本近代五種協会

JRA日本中央競馬会

近代五種競技（馬術）の競技馬に関する協力のお願い
（2019年ワールドカップファイナル及び東京 2020大会に向けて）

１．はじめに
2020 年に日本で開催される「東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会」（以下「東京

2020 大会」）において、「近代五種」はオリンピックの 33 競技のひとつとして実施されます。近代
五種は1人の選手が1日の間にフェンシング、水泳、馬術及びレーザーラン（射撃と陸上競技）
を行う複合競技です。このうち、馬術競技は、貸与馬による障害馬術となっており、この競技馬は
開催国が用意することとなっています。

２．競技馬の確保について
今回は、テストイベントとして開催される 2019年 6月の「2019近代五種ワールドカップファイナ
ル」及び 2020年 8月の東京 2020大会（競技会場は、東京都調布市の東京スタジアム及び
これに隣接する武蔵野の森総合スポーツプラザ）において、開催国で用意しなければならない
「障害競技の競技馬」を国内で確保するために、馬術・乗馬関係の皆さまのご指導ご協力をいた
だきたく、お願い申し上げるものであります。
（※ 前回 1964年の東京オリンピック競技大会の際には、この貸与馬を海外から購入し、大会後、
これらの馬は国内で競技馬・乗用馬として、活用されています。）

３．東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会の基本方針への賛同等
東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会（以下「オリパラ組織委員会」）では、
大会の成功はもとより、大会後も様々な分野でポジティブなレガシーを残すことを目指して、国や
地方自治体、国内競技団体、スポーツ関係団体等の協力と参画を得て、オールジャパン体制で
オリンピック・パラリンピックムーブメントを推進しています。
私ども、（公社）日本近代五種協会及び JRA 日本中央競馬会では、この取組みに賛同

し、東京 2020 大会を競技への理解促進や競技振興の最大の契機とするとともに、たくさんの国
民の方々に人と馬の関わりの素晴らしさを伝え、馬術・乗馬の普及、馬事振興に結び付けたいと
考えています。特に JRA 日本中央競馬会では、（公社）日本馬術連盟（以下「日馬連」）、
（公社）全国乗馬倶楽部振興協会（以下「全乗協」）と協力し、オリンピック・パラリンピックの
馬術競技・日本代表チームの強化、競技人口の拡充等のための各種施策にも取り組んでおりま
す。



４．「2019近代五種ワールドカップファイナル」開催における協力のお願い
以上の趣旨のもと、2019 年のテストイベントにおいて、日馬連、全乗協のご協力を得て、大会
用競技馬を確保いたしたく、お願い申し上げます。具体的な借用条件、候補馬の申込み手続き、
競技馬の選定等の詳細は、下記資料のとおりでありますが、日馬連、全乗協におかれましては、
各候補馬に関する情報提供（推薦）及び競技馬の選定等へのご指導ご協力をいただきたく、
よろしくお願い申し上げます。

【 テストイベントの競技馬の募集要項 】
■ 2019近代五種ワールドカップファイナル
主 催 者 （公社）日本近代五種協会
大 会 名 「2019近代五種ワールドカップファイナル」 

（東京 2020大会テストイベント）
大会期間 2019年 6月 27日（木）～30日（日）
競技会場 東京スタジアム西競技場（東京都調布市西町 290）
借馬期間 2019年 6月 25日（火）～30日（日）
借馬頭数 30頭 （競技日に使用する競技馬は、このうち各日 20頭程度) 
競技馬要件
（グレード）

中障害 C と同等の高さ（12障害 15飛越中、高さ 120㎝は最大 5障
害）

借馬料金 60万円（税別）
借馬条件等 ＜借馬料金に含まれるもの＞

・ 借馬料（6日間分）
・ 馬具レンタル料（6日間分）
・ 輸送費（預託先と会場間の輸送）
・ 餌代（借馬期間中）
・ 随行ライダー派遣費及び国内旅費（1頭当たり 1名分）※1

・ トレーナー兼グルーム派遣費及び国内旅費（1頭当たり 1名分）※1

＜その他主催者が用意するもの＞
・ 医療サービス（馬・人）
・ 薬品等（馬・人）
・ ライダー及びトレーナー兼グルームの宿泊場所、食事の提供

（滞在期間中：最大 5泊分）
・ 大会用ユニフォーム（ポロシャツ、雨天時長靴）
・ 保険関係（馬・人）
・ 装蹄師



競技馬の選定 募集期間を設け、オーナーからの応募により、「候補馬」※2を集め、関係
機関等との協議のうえ、その中から大会用競技馬を選定し、別途定める契
約書を締結させていただきます。

募集期間 2019年 1月上旬 ～ 2019年 3月 31日
応募方法等 (1) 大会への借用をご了解いただけるオーナーから、必要書類等（ライダ

ー、グルーム兼トレーナーの予定者関連など別途用意する申込書等）を
日馬連に提出していただきます。

(2) 日馬連では、当該馬の必要事項（グレード）及び借馬条件への同意
等を確認のうえ、候補馬として、主催者に連絡いたします。 

(3) 主催者は、候補馬の中から、国際競技連合の指導のもと、大会競技
用馬 30頭を選定し、その内容を日馬連及びオーナーあてに報告いたし
ます。※3

(4) 大会用競技馬としての借用をお願いするオーナーと主催者間で、借用
に関する契約を 5月下旬までに締結させていただきます。

その他 (1) 東京 2020 大会時に必要となる競技馬は、今回の募集頭数よりも多く
なり（約 40 頭）、かつ借用期間も長くなる見込み（40 日間）でありま
す。

(2) ただし、競技種目がワールドカップファイナル（テストイベント）とは異なる
ため、競技日（選手が騎乗する日）は 2日間のみとなります。 

(3) 今回、日馬連から推薦いただいた候補馬及び競技馬等については、主
催者から、オリパラ組織委員会に対し、東京 2020 大会での協力対象馬
として、推薦させていただきたく、ご了解願います。

※1  複数馬保有されるオーナーからの申し出の場合であって、ライダーやトレーナーが兼務となる等の
ケースは、主催者と別途、ご相談させていただきます。

※2  大会用競技馬については、国内競技会の入厩条件（予防接種等）を満たしている必要があ
り、最終的には健康手帳での確認をいたします。

※3  あくまで近代五種の大会用馬としての適正の選定・判断であり、当該馬の競技能力等を判定
するものではないことをあらかじめ、ご了解願います。

■ 主なスケジュール
  ・ 2018年 6月 日馬連総会にて、本件ご協力のお願い、説明。
  ・   8月上旬 ～ 募集開始     
  ・ 2019年 3月末 募集〆切（候補馬の選定開始） 
  ・      4月    ～ 候補馬の決定・関係者への連絡、契約の締結

・   5月末 競技馬等の確定



【 別添 参考資料 】 
≪ 参考１ ≫ ワールドカップファイナルにおける入厩～退厩のスケジュール（予定）
● 大会開催期間： 2019年 6月 27日（木）～ 30日（日）
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注） 男女のミックス競技は、オリンピック時には実施されない。

● 主なスケジュールポイント

(1) 25日（火） 入 厩

(2) 26日（水） ジャンピングテスト実施（実際のコースを使い、ライダーが騎乗）。

テスト状況を踏まえ、国際近代五種連合の競技責任者が最終リストを作成。

(3) 27日（木） 運動・トレーニング

(4) 競技当日（28日～ 30日）

① 16：15～16：30 トレーナー兼グルームが、出場馬を引いてスタジアムへ入場。

② 16：30～17：00 競技馬の抽選。

③ 17：00～19：00 馬術競技実施（1日 2鞍。試乗各 20分、前段・後段の間に 20分間休憩）

競技終了後、順次退出

≪ 参考２ ≫ 競技概要及びUIPM（国際近代五種連合）大会要件［要旨抜粋］ 
● 競技概要
・ １人の選手がフェンシング、水泳、馬術、レーザーラン（射撃・陸上）の５種目すべてを行う個人競技。
５種目の総合得点で競い合う。初日にフェンシング（ランキングラウンド）を行い、２日目に水泳、フェン
シング（ボーナスラウンド）、馬術、 レーザーランを一日で行うもの。
・ 馬術は、貸与馬による障害飛越競技。12 障害 15 飛越（ダブル、トリプル含む）、1 障害当たりの高さ
は最高 120㎝。300点満点からの減点方式。落下 1回 7点減、反抗 1回 10点減。コースの長さによ
って決められた規定タイムから 1秒 1点減。

● オリンピック大会の要件 ［要旨抜粋］
＜馬場＞
馬場の表面は砂か芝、いずれの場合も国際馬術連盟（FEI）基準を準拠すること。
＜馬の調達計画＞
大会 6～8か月前   35～40頭の候補馬を選別、確保する。
大会 3 か月前    競技場又は近接する施設で熟練したスタッフによる候補馬の調教を開始。
大会 1か月前    競技場に入厩させ、大会と同等のコースを使ったトレーニングを実施。
＜馬の選別＞
均一して 120㎝の障害飛越が可能な能力を持った競技馬を用意すること。



＜テストイベント＞
    テストイベントで使用する競技馬は、可能な限り、本大会で使用するものと同じ馬が好ましい。

≪ 参考 3 ≫ 競技場概要
場 所：東京スタジアム西競技場（東京都調布市西町 290） 

競技場拡大図：西競技場（左）及び武蔵の森総合スポーツプラザ（右）

仮設厩舎設置場所（予定）

馬術競技会場 

参考：2020 大会馬術会場 

（東京スタジアム） 


